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2005.06.16

～2007.11.01

更
新

の
講
義
内
容

図
画
・
図
表
の
処
理(

デ
ー
タ
加
工)

→
機
器
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
依
る
取
り
込
み

19次
の
画
像
資
料
を
実
際
に
加
工
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳(

だ
い
じ
お
ん
じ
さ
ん
ぞ
う
ほ
う
し
で
ん)

卷
三

大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

標
準
画
像(800x600,20K

B
)

大
型
画
像(1280x960,69K

B
)

標
準
画
像(800x600,112K

B
)

大
型
画
像(1280x960,204K

B
)
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《
資
料
》

「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
（
だ
い
じ
お
ん
じ
さ
ん
ぞ

う
ほ
う
し
で
ん
）
」

巻
３

(

唐)

慧
立
編
、
彦
【
ソ
ウ
】
続
編

大
治
元(1126

)

覚
印
写

１
軸

縦24.7cm

《
解
題
》

三
蔵
法
師
と
し
て
有
名
な
唐
の
玄
奘
（602
－664

）

の
伝
記
で
全

10

巻
よ
り
な
る
。
法
隆
寺
伝
来
本
巻
１,
３,
７,
９

の
う
ち
、
巻
３
が
展
示
本
で
あ
る
。
巻
１,

７,

９
は
、
現
在
法
隆

寺
が
所
蔵
（
重
要
文
化
財
）
す
る
。
延
久
３
年(1071

)

書
写
の
興

福
寺
本
（
重
要
文
化
財
）
を
、
大
治
元
年(1126

)

法
隆
寺
の
僧
覚

印
が
転
写
し
た
も
の
で
、
興
福
寺
本
に
次
ぐ
古
写
本
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
朱
筆
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
は
、
国
語
学
上
の
重
要
な
研

究
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
根
岸
武
香
旧
蔵
本
。

《
請
求
記
号
》

W
A

15-12

※
本
文
内
容
と
そ
の
利
用

・
咽
び
泣
く
（
む
せ
び
な
く
）

１
．
喉
（
の
ど
）
を
つ
ま
ら
せ

て
泣
く
。
し
ゃ
く
り
あ
げ
な
が
ら
泣
く
。
声
を
殺
し
て
泣
く
。

用
例
：
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
承
徳
三
年
点
－
七
「
侍
臣
及
び
僧
、

〓
（
ム
セ
）
ひ
泣
（
ナ
）
か
不
と
い
ふ
こ
と
無
し
」

２
．
楽
器
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や
風
が
、
そ
の
よ
う
な
声
や
音
を
立
て
る
。

例
：
「
咽
び
泣
く
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
」

用
例
の
出
典
：
大
慈
恩
寺
三

蔵
法
師
伝
（
だ
い
じ
お
ん
じ
さ
ん
ぞ
う
ほ
っ
し
で
ん
）

伝
記
。
玄
奘
の
弟
子
の
慧
立
〓
彦
ソ
ウ
。
平
安
時
代
。
１
０

巻
。
玄
奘
三
蔵
の
伝
記
。
・
・
・
調
査
中
。

★
玄
奘
三
蔵
が
長
安
を
出
発
し
て
か
ら
、
い
か
な
る
行
程
を
へ
て
西
域
に
た
ど
り
着
い
た
か
、
そ
し
て
ど
ん
な
修
行
を

し
て
帰
国
し
た
か
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
た
。

長
安
か
ら
秦
州
を
経
て
蘭
州
に
行
き
、
涼
州
か
ら
爪
州
に
い
た
る
様
は
、
井
上
靖
氏
の
『
敦
煌
』
の
主
人
公
趙
行
徳

の
行
程
を
彷
佛
と
さ
せ
た
し
、
当
時
西
域
と
の
境
で
あ
っ
た
玉
門
関
を
越
え
る
く
だ
り
を
読
ん
で
い
る
時
に
は
ま
る
で

冒
険
小
説
を
読
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
興
奮
を
覚
え
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
当
時
、
国
を
出
る
こ
と
が
犯
罪
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
玄
奘
三
蔵
が
敢
え
て
法
を
犯
し

て
西
域
に
赴
い
た
と
い
う
事
実
だ
っ
た
。
玄
奘
三
蔵
は
、
度
重
な
る
手
配
書
や
追
手
に
も
め
げ
ず
に
、
あ
る
時
は
州
吏

を
説
得
し
、
ま
た
あ
る
時
は
秘
密
に
そ
の
都
市
を
出
発
し
て
事
な
き
を
得
た
と
い
う
事
だ
っ
た
。
〔
「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
新

西
遊
記
」
よ
り
抜
粋
〕

大
谷
大
学
博
物
館

2005

年
度
夏
季
企
画
展

仏
教
の
歴
史
と
ア
ジ
ア
の
文
化

III
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2

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻8

（
福
州

東
禅
寺
版
大
蔵
経
）

中
国

北
宋
時
代(

崇
寧2

年
＝1103

)

3

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻9
（
福
州
開

元
寺
版
大
蔵
経
）

中
国

北
宋
時
代(
紹
興18

年
＝1148

)

２
０
０
５
年
５
月
２
４
日(

火)

～
８
月
２
日

(

火)

旅
紀
行
ジ
ャ
パ
ン

奈
良
西
の
京(

藥
師
寺)

玄
奘
三
蔵

602-664

西
遊
記
で
知
ら
れ
る
中
国
・
唐
代
初
期
の
僧
。
一
般
に
は
三
蔵
法
師
（
さ
ん
ぞ
う
ほ
う
し
）
と

し
て
知
ら
れ
る
。
十
三
才
の
と
き
に
僧
侶
と
な
り
玄
奘
（
げ
ん
じ
ょ
う
）
と
名
乗
り
、629

年
の
秋
、26

才
で
西
安
市
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（
昔
の
長
安
）
か
ら
イ
ン
ド
へ
無
許
可
で
出
国
。
約
十
六
年
間
費
や
し
て
イ
ン
ド
各
地
を
ま
わ
り
、645

年
に
馬

20

数
頭
分
の
経
典
や
仏
具
な
ど
を
中
国
に
持
ち
帰
っ
た
。

主
な
も
の
は
仏
舎
利
一
五
〇
粒
、
仏
像
八
体
、
経
典
六
五
七
部
で
、
こ
れ
ら
は
弘
福
寺
に
安
置
さ
れ
た
。
イ
ン
ド

か
ら
経
典
を
運
ん
だ
僧
侶
は
多
い
が
、
玄
奘
は
質
・
量
と
も
に
記
録
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

帰
国
時
に
は
皇
帝
・
太
宗
が
出
迎
え
た
と
い
わ
れ
る
。
太
宗
は
勅
を
下
し
て
た
だ
ち
に
訳
経
に
従
事
さ
せ
、
玄
奘
は

弘
福
寺
や
大
慈
恩
寺
な
ど
で
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
。
彼
の
翻
訳
は
、
あ
ま
り
意
訳
し
な
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
と

い
う
。

彼
が
二
〇
年
間
に
訳
出
し
た
大
乗
小
乗
の
経
論
は
、
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
六
〇
〇
巻
を
は
じ
め
、1235

巻
に
達
し

た
。写

真
〈
資
料
〉
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
拡
大
し
ま
す
。

六
六
四
年
二
月
遷
化
（
せ
ん
げ

高
僧
の
死
亡
）
。
日
本
で
も
遺
骨
の
一
部
が
薬
師
寺
と
慈
恩
寺
（
岩
槻
市
）
に
祀

ら
れ
て
い
る
。

西
安
市
の
大
慈
恩
寺
に
は
大
雁
塔
（
だ
い
が
ん
と
う

七
層
の
楼
閣
式
、
方
形
の
塔
で
、
全
高64m

。
）
が
建
て
ら

れ
、
こ
こ
に
完
成
し
た
翻
訳
本
が
納
め
ら
れ
た
が
、
唐
が
滅
び
て
か
ら
は
、
戦
乱
等
で
散
逸
し
た
。

弟
子
の
弁
機
に
編
述
さ
せ
た
旅
行
記
・
大
唐
西
域
記
十
二
巻
は
、
彼
の
伝
記
で
あ
る
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝10

巻
と
と
も
に
、
正
確
無
比
な
記
述
に
よ
っ
て
七
世
紀
の
西
域
・
イ
ン
ド
を
知
る
貴
重
な
文
献
で
あ
り
、
小
説
・
西
遊
記

の
素
材
と
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
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★
『
今
昔
物
語
集
』
に
恋
す
る

山
口
仲
美

坊
さ
ん
は
、
寺
院
内
に
あ
る
身
近
な
図
書
室
に
よ
く
出
入
り
し
た
。
た
く
さ
ん
の
書
物
に
目
を
通
し
て
い
る
う
ち

に
、
彼
は
一
大
野
望
を
抱
い
た
。
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
と
い
う
三
国
の
説
話
を
集
め
て
書
き
記
し
て
や
ろ
う
と
。
彼

は
、
構
想
を
立
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
説
話
を
集
め
て
は
、
一
人
コ
ツ
コ
ツ
と
書
き
記
し
て
行
っ
た
。
一
日
一
話
ず
つ
書

い
て
い
っ
て
も
、
四
年
あ
れ
ば
、
一
〇
四
〇
話
の
説
話
を
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
る
。

何
人
か
複
数
の
人
で
執
筆
し
な
け
れ
ば
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
の
説
話
の
分
量
だ
と
考
え
る
人
も
い
る
け
れ
ど
、
わ
た

し
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

全
く
の
創
作
説
話
を
一
〇
四
〇
も
書
く
の
は
、
大
変
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
数
多
く
の
タ
ネ

本
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
漢
文
や
変
体
漢
文
で
書
き
記
さ
れ
た
『
三
宝
感
応
要
略
録
』
『
冥
報
記
』
『
大
慈
恩
寺
三
蔵

法
師
伝
』
『
弘
賛
法
華
伝
』
『
孝
子
伝
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
法
華
験
記
』
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
『
注
好
選
』
、
和
文
で
記

さ
れ
た
『
俊
頼
髄
脳
』
『
伊
勢
物
語
』
『
古
今
集
』
『
後
拾
遺
集
』
『
道
信
集
』
『
元
輔
集
』
な
ど
。
こ
れ
ら
の
タ
ネ
本
を

座
右
に
お
い
て
、
独
自
の
筆
を
加
え
、
独
特
の
魅
力
を
放
つ
一
〇
四
〇
の
説
話
を
書
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
偏
執
狂

的
で
、
粘
り
強
く
、
根
気
の
あ
る
人
な
ら
、
一
人
で
十
分
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
作
業
量
で
あ
る
。

★
過
去
の
文
献
の
学
問
的
に
厳
密
な
翻
刻
で
は
、
原
本
の
字
体
の
微
細
な
差
を
表
現
す
る
為
に
、
多
く
の
字
体
区
分
が

必
要
だ
と
い
う
主
張
か
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
日
本
語
の
分
野
て
、
厳
密
を
以
て
鳴
る
高
度
に
学
問
的
な
翻
刻

で
あ
る
「
校
本
万
葉
集
」
、「
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
」（
築
島
裕
〕
、「
室
町
時
代
物
語
集
」（
横
山
重
）
、
等
、
廣
・
広
、

爲
・
為
、
辭
・
辞
、
從
・
従
等
を
い
ず
れ
も
包
摂
し
、
Ⅹ

0208:1997

の
包
摂
規
準
よ
り
遥
か
に
大
胆
な
包
摂
を
行
っ

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
、
勿
論
、
草
冠
の
三
画
・
四
画
、
し
ん
に
ょ
う
の
一
点
・
二
点
、
高
・
＊
高
＊
、
吉
・
吉
を
区
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別
す
る
等
は
、
絶
え
て
無
い
。
こ
れ
ら
は
包
摂
す
る
事
こ
そ
が
伝
統
的
な
の
で
あ
り
、
見
掛
け
の
差
を
そ
の
ま
ま
引
き

写
す
の
を
「
厳
密
な
翻
刻
」
と
呼
ぶ
習
慣
は
な
い
“
（
一
九
九
七
年
五
月
十
六
日
、
印
刷
技
術
協
会
で
の
セ
ミ
ナ
ー
用

レ
ジ
ュ
メ
よ
り
）〔
「
要
求
す
る
側
の
責
任
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
」(1996

年1

月

電
脳
文
化
と
漢
字
の
ゆ
く
え
（
平

凡
社
刊
）)

よ
り
抜
粋
〕

★
『
玄
奘
取
経
図
研
究
』1990

敦
煌
研
究
院
院
長

段
文
傑

2001.6

翻
訳

荒
木
雪
葉

最
後
に
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
大
唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
は
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
を

依
拠
と
し
て
書
か
れ
た
彦
〓(
心+
宗)

の
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
や
、
西
域
取
経
伝
説
を
書
き
上
げ
た
変
文
が
、

芸
術
的
想
像
力
を
発
揮
し
て
神
魔
小
説
の
方
向
に
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
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敦
煌
『
千
字
文
』


